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論文内容の要旨
鋳造冠の製作に関して、多くの基礎的研究がなされ、かっ材料技術などの進歩とともに、鋳造冠の
寸法精度はかなり改善されてきたが、歯頚部辺縁のセメント層や接触点など、まだ未解決の問題点が
残されている。
これらの問題を解決するためには、鋳造冠の製作過程にむける因子が、鋳造冠の外形寸法、適合度、
セメント合着による浮き上がり、歯頚部辺縁のセメント層、保持力などに及ぼす影響を同時にとらえ、
臨床的な立場から総合的に検討することが必要で、ある。しかし、鋳造方法や合着材などが鋳造冠の寸
法精度または保持力などに及ぼす影響についての研究報告は個々になされてきたが、臨床上とくに重
要である支台歯の形態が鋳造冠の各種条件に及ぼす影響について、系統的に解明した報告はみられな
し )0
そこで本研究は、基礎的研究の一環として、鋳造冠の支台歯形態にとって重要な因子である軸面傾
斜度ならびに歯頚部辺縁形態をとりあげ、それらが鋳造冠の外形寸法、適合度、セメント合着による
浮き上がり、歯頚部辺縁のセメント層、および保持力にどのような影響を及ぼすかを知るために、補
綴学的立場から総合的な検討を加えたものである。
実験は、小臼歯の単独冠を想定し、軸面傾斜度が、 2 0 ， 50 、 10。、 15 0 の 4 種類、それらに対する歯頚
部辺縁形態がそれぞれ shoulder type , chamfer type , knife edge type の 3 種類、合計 12種類の
支台歯を対象として行ない、一定の条件で金パラジウム銀合金鋳造冠を製作した。
まず、鋳造による鋳造冠外形の寸法変化を知るために、ロウ型および鋳造冠の外形寸法を万能投影
機で計測し、両者を比較することによって変化量を求めた。
その結果、鋳造冠の外形寸法は、冠縦軸方向に膨張し、横軸方向に収縮した。この場合、縦軸方向
の膨張は支台歯形態による変化が認められなかった。一方、横軸方向の収縮は、 knif e edge type に
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おいて、 chamfer type むよび shoulder type にくらべて少ない傾向を示し、軸面傾斜度が大きいほ
ど多くなる傾向を示すことがわかった。
次に、鋳造冠の適合度を知るために、硬度計を使用して、ロウ型と支台歯にほどこした両印記点聞
の距離を微動載物台で計測し、鋳造後、鋳造冠に 400g 、 5 旬、 30kgの加重を行ない、鋳造冠と支台
歯聞の距離を同じ方法で計測し、両者を比較した。
その結果、加重量が小さな場合には、軸面傾斜度が 2 。の鋳造冠は frictional fit を得るのが困難
であり、適合度を良くするためには、軸面傾斜度が 5 。以上の方がよいことがわかった。また、加重
量が大きな場合には、軸面傾斜度の差異による適合度の変化が認められなくなることがわかった。
次に、鋳造冠をセメント合着した時の浮き上がり量を知るために、鋳造冠を A定の条件でセメント
合着して浮き上がり量を計測した。そして、セメント合着した試料をエピコート樹脂で包埋し、中央
部で切断研磨後、セメント層の厚さを万能投影機で計測した。
その結果、セメント合着による浮き上がり量は、軸面傾斜度が 2 0 の場合に最も大きな値を示し、
5。の場合には 2 。にくらべて急激な減少を示し、 50 から 100 にかけては減少する程度が小さくなり、
100 と 15。の聞にはほとんど変化が認められなかった。そして、歯頚部辺縁のセメント層の厚さは、 kn­
ife edge type で最も小さく、 chamfer type , shoulder type の順に大きな値を示した。また、 knife
edge type の 5 0" chamfer type の10 0 、むよび shoulder type の 15。にむける歯頚部辺縁のセメン
ト層の厚さは、ほぼ同じ値を示すことがわかった。
次に、所定の支台歯形態に形成した抜去歯牙に鋳造冠をセメント合着し、アムスラー型材料試験機
で引張り強さを測定し、鋳造冠の保持力の判定を行なった。なお、対比する意味で、ピンレッヂの引
張り強さも測定した。
その結果、鋳造冠の引張り強さは、軸面傾斜度が2。の場合に最も大きな値を示し、傾斜度が大き
くなるほど漸次減少し、軸面傾斜度 (x) と引張り強さ (y) の関係は U 二 134x-O ' SO であることがわか
った。また、軸面傾斜度が10。以下の鋳造冠の引張り強さは、ピンレッヂにくらべて大きいことがわ
かった。
以上の知見を総合的に検討した結果、鋳造冠の適合度を良くし、セメント合着による浮き上がりむ
よび歯頚部辺縁のセメント層を小さくし、かっ保持力を増すためには、軸面傾斜度を5~100 にする方
がよい。また、歯頚部辺縁のセメント層を小さくするためには、歯頚部辺縁形態を knife type にす
る方がよし凡なむ、 chamfer type あるいは shoulder type にせざるを得ない場合には、歯頚部辺縁
のセメント層を小さくするために、 knife edge type の場合よりも軸面傾斜度を大きくする方がよい。
論文の審査結果の要旨
本研究は、従来、不明であった支台歯形態が鋳造冠の各種条件に及ぼす影響について検索したもの
であるが、鋳造冠の外形寸法、適合度、セメント合着による浮き上がり、歯頚部迅縁にむけるセメン
? ?司
4
ト層、および保持力などについて重要な知見を得た価値ある業績である。よって、本研究者は歯学博
士の学位を得る資格があると認める。
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